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OMOPの利活用を進めていく中で、多くの組織で共通して見られる課題があります

OMOP 活用の壁

研究に着手するまでのハードル

• RWDを使った研究アイデアがあってもデータ
が分散しており、すぐに分析に入れない

• OMOP CDM形式のデータを使えば解決できそ
うだが、組織としての理解が十分ではない

学習のハードル

• 日本語で体系的に学べる機会は限られている

• OHDSIのリソースは非常に充実しているが、
初学者にとってはどこから学ぶべきか判断が
難しい

知識の属人化

• 推進者が個人的に学んでいるケースは多い一
方、それを他のメンバーに体系的に説明する
ことが難しい

• 結果として、組織の共通言語になっていない

実務への接続の難しさ

• OMOP変換やOMOPデータの解析を外部リ
ソースを使うケースも多い

• 発注側として「何をレビューすべきか」「成
果物をどう評価すべきか」がわかりにくい
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個人の理解を組織の能力に転換する必要があります

「知っている」と「使える」のギャップ

個人の理解

組織の能力

「知っている」状態

• OMOP CDMの概念は理解している

• それを

• 説明できる

• 評価できる

• 実務で使える

レベルには至っていない

「使える」状態

• 断片ではなく体系的に理解する

• 実務（ ETL・ QC・解析）と接続する

• 繰り返し学習できる環境がある

• 組織内で再利用できる知識が蓄積される

• 解析結果をデータ生成・変換の背景を踏ま
えて理解できる
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こうした課題認識のもと、弊社のプロジェクトや教育の経験を踏まえて、 OMOPの基礎理解を体系
的に整理し、実務に接続する形で学べる e-Learning コンテンツを構築しました

課題への一つのアプローチ

実務で必要となるスキル、躓きやすいポイントを抽出

• IQVIAでのプロジェクトや教育の経験をベースに、実務で必要とな
るスキルや Pitfall （落とし穴）をカバー

• 解析・研究に関わるすべての立場で、データの成り立ちまで理解す
ることを前提に設計

OMOP 
Learning 
Platform

OHDSI が提供している知識をベース

• 特別な新しい考え方ではなく、 OHDSI提供の知識をベースとしたコ
ンテンツ作り

日本語で、順序立てて学べる形に整理

• 日本の置かれた状況、環境に適した形でコンテンツを整理

• いつでも、どこでも学びやすい e-learning 形式
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体系的な学習を通じて、 OMOP導入の推進に役立てます

OMOP Learning Platform

• 分散しているリソースの課題に対応し、 OMOP CDMおよび ETL
に関する明確な学習パスを提供する

• ダミーデータおよびサンプル SQLスクリプトを用いたハンズオ
ン演習を含む

• データ品質およびデータ変換プロセスに対する信頼性・確信を
高める

• 医療機関およびベンダーによる OMOP標準の導入を支援し、実
装の複雑性を低減する

Benefits

• ビデオチュートリアル

• コースモジュールは、 OMOPの基礎、ソースデータ準備、 ETL工
程、データ品質チェック、 ATLASの利用を網羅する

• 全モジュールの総学習時間は、約 20～30時間を想定

Technical Aspects

• 日本の医療機関および ITベンダー向けに、体系的かつ包括的な
トレーニングを提供する

• OMOP CDMおよび ETLプロセスの理解を促進し、データ変換効
率と研究生産性の向上を実現する

Purpose

• トレーニングコースは 8モジュールで構成

1. OMOP CDM 基礎

2. Vocabulary Mapping 

3. Concept Relationships and Concept Ancestors を深堀する

4. ETL

5. CDM Data Quality Check

6. OHDSI ETL-Syntea  (Open -source ツールのDemo) 

7. OHDSI DQD (Open -source ツールのDemo)

8. OHDSI ATLAS (Open -source ツールのDemo)

Content s
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OMOP Learning Platform ：第 1部 OMOP CDM 基礎

Contents

1. OMOP CDM 基礎 

2. Vocabulary Mapping 

3. Concept Relationships and Concept 
Ancestors を深堀する

4. ETL

5. CDM Data Quality Check

6. OHDSI ETL-Syntea  (Open -source ツールの
Demo) 

7. OHDSI DQD (Open -source ツールのDemo)

8. OHDSI ATLAS (Open -source ツールの
Demo)
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Key Takeaways

基礎にとどまらず、
実務で使えるレベルへ

現場の流れに沿って
学ぶ

組織の共通言語を作る  

“知っている ”から“使える ”レベルを目指す
• 多くの学習は「概念説明」で止まりがち
• 本コースは ETL・データ品質（ DQ）・ ATLAS操作の具体イメージまで到達
• 解析結果は、データの生成・変換プロセスの理解があって初めて正しく解釈できる

1

2

3

むずかしい用語を研究の“現場の流れ”で理解する
• 「理解 →変換→品質チェック →解析」を一連の流れで整理
• 用語や概念を“実務の文脈”で理解
• 初学者や非IT部門でも迷いにくい設計

導入前の手戻りを最小化し、スムーズに立ち上げる
• OMOP導入は、初期の認識ギャップでつまずきやすい
• 本トレーニングは、そのギャップを埋めるための基盤として機能
• PoC〜導入を円滑に推進
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ご清聴ありがとうございました

OHDSI イブニングカンファレンス 2026年5月

伊澤和俊

IQVIAソリューションズジャパン合同会社

Data Science & Consulting Services

Payer, Provider and Government (PPG)

お問い合わせ先： kazutoshi.izawa@iqvia.com
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